2022年11月19日　定例役員会議事メモ

日時：令和4年（2022年）11月19日（土）
場所：岡津町内会館
参加者：事業部役員19名、地区長・班長25名の計44名参加

１　中川連合定例会報告　＜会長＞
・充電池を取り外せない小型家電の捨て方について（ホームページにアップ済み）
・年末年始のごみ収集について（ホームページにアップ済み）
・特殊詐欺が依然多いことの警鐘
・12月1日からの民生委員の交代について。岡津第二町内会から出すことになった。

２　防災訓練について
・既に回覧してある通り、12月4日（日）に岡津第二町内会全会員世帯による防災訓練を実施予定（ホームページにアップ済み）。
・非集合型の「安否確認訓練」と、集合型の「心肺蘇生法・A E D訓練」を予定。コロナ禍の状況によっては、非集合方の「安否確認訓練」のみ行い、集合型の「心肺蘇生法・A E D訓練」を中止する場合もあること。中止の判断は29日に行う。
・訓練の内容、方法は回覧を参照のこと。特に、班長と地区長の役割が大きいので該当の方々は役割の確認をお願いしたい。班長は自分の班が属する地区の地区長の住所の確認をお願いします。
・この役員定例会に欠席の班長に対しては地区長から声がけをお願いします。
・心肺蘇生法・A E D訓練については、今回は消防署からは指導員を派遣できないとのことで、初めて日本赤十字社の救急法講習指導員に来てもらうこととしている。事業部役員、班長以外の方であっても心肺蘇生法やA E Dの使い方を習ったことがない、または自信のない方はぜひ参加をお願いしたい。

３　消火器の購入、詰め替え、廃棄の取り次ぎ
　・12月4日（日）11時から岡津町内会館で行います。ご希望の方は現在回覧中の用紙に記入して班長が回収し、地区長経由で防災部長（菅井宅）または会長宅まで。11月29日（火）までの受付。
　・班長は希望のあるなしにかかわらず、希望用紙を地区長に提出。地区長は地区内の全ての班からの用紙回収を確認して希望のあるなしにかかわらず防災部長または会長宅にポストインすること。

４　賞味期限切れ近いクラッカー、保存飲料水の配布
　・12月4日（日）の岡津町内会館での心肺蘇生法・A E D訓練の際に、希望者に対して来年1月末期限の保存飲料水と本年10月末期限のクラッカーを配布します。

５　規約の改訂について
　・10月22日に臨時役員会を開催し、規約改訂について協議した。
　・区から委託の依頼を受けて岡津第二町内会として区の仕事のためにでていただく委員の方については町内会の役員という職とはしないこととする。ただし、必要な場合には定例会に出席していただく。
　・現在規約上名前だけ存在する部であって、実際の活動をしていない部は規約から削除する。
　・女性部という名称を文化部などに変更してはどうか。
　・会費の項について、次年度への繰越金が多額な場合は額を変更できるようにする。同時に、必要と認めるときは臨時に徴収できるものとする。来年度においては多額の繰越金が見込まれるので、総会において会費をゼロにすることを予定している。
　・役員として各部において部長と副部長を置くことができるようになっているが、各部において支援してくださる方々も役員名簿上は記載されているので、それらの方々については役員名簿上は記載を無くしてはどうか。
　・現在の規約の附則、細則部分の記載が適切でないので変更する。
＜以下のような意見が出された＞
　・役員が高齢化しているので選出方法を改めるべきではないか。やりたい人を募集した方が良い。身近にいる方でやりたいという方を教えて欲しい。
　・女性部の名称の変更については、中川連合の祭りや行事含め、これまでも全て女性部への依頼として受け、結局は女性部がやらなければ現実的には動かない。女性部の活動と言っても男性にも参加、協力してもらっており、今後も残すべきである。
　・正副部長以外の方々も名簿に記載されていないと協力を頼みにくいので記載したままにならないか。→役員として記載するならそのような規約上の定義をしなければならない。が、それをすると規約が複雑になるので避けたい。
　・正副部長だけでは詳細を説明できない場合には、必要により、それ以外の方々も定例役員会に参加することはできるか。→ その時には参加していただくことはやぶさかではない。毎月の役員定例会に来ていただく必要はないようにして、役員のスリム化を図るとともに町内会活動に携わる方々への負担軽減を図りたい。

６　共同募金会（赤い羽根募金）
　・12月17日（土）の定例役員会の際に各班長は福利厚生部に提出願います。

７　青少年部（子ども会）
　・会員の子どもたちに配布用のプレゼント発注をした。１０５人分と想定したが、若干増える可能性があることを含んでおいていただきたい。

８　環境衛生部
　・次回の役員定例会において、空き缶回収の会計報告をしたいと考えている。

９　来年度の活動、予算について
　・これまでは各部から出された活動予定と予算を役員内での実質的な議論のないまま取りまとめて活動計画、予算としてきたが、来年度以降は早めに活動計画と予算を示していただき、議論した上で総会を迎えるようにしたいので、各部においては準備をお願いしたい。
　・本年の5月にもお願いしたことであるが、各部においては各部の行っている活動全般及びそのマニュアル化を改めてお願いしたい。それにより、町内会活動への新たな人材の導入を円滑にできればと考える。

10  広報部の新たな人材について
　・特に広報部においては、現在の役員が年齢的、身体的にこれまでの活動を維持するのが容易ではなくなっている現状があり、新たな人材の発掘が緊急に解決すべき課題である。取り組みをよろしくお願いしたい。広報部の活動が維持できなくなると、新たな会員の入会や退会、広報物の配布などが滞ることになる。
→ 広報部（のみならず）の行っている活動を簡単にマニュアル化して岡津第二町内会会員への全戸配布のお願いをしたい。
→ 現在では、広報部長、副部長さんの活動が高齢者の方々の見守り活動にもなっており、そうした活動をどのように引き継ぐかも重要な課題である。

